
シリーズ 学びとビーイング
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『シリーズ 学びとビーイング』は、学び（Learning）とあり方（Being）に焦点をあてた全4巻のシリーズです。教員をはじめ
様々な方からの寄稿と連載企画で、これまでにない多様な視点を明らかにします。明日の授業から役に立つシリーズです。

□ 直接取引（返品可／取引代行トランスビュー） FAX: 0120-999-660
□ 取次（日教販経由・注文扱い・返品条件付き） FAX: 0480-47-0016

▼ご希望の取引方法をチェックして、FAX番号をご確認の上、送信してください。

□ 直接取引（返品可／取引代行トランスビュー）
FAX: 0120-999-968
□ 取次（日教販経由・注文扱い・返品条件付き）
FAX: 0480-47-0016
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書店ご担当者様　りょうゆう出版注文書

りょうゆう出版　〒349-0217 埼玉県白岡市小久喜 1102-4　TEL: 0480-47-0016  https://ryoyu-pub.com/

ご注文は、直接取引（取引代行：トランスビュー）、取次経由のどちらも可能です。 BookCellarからもご注文できます。▶▶▶
直接取引の条件は、トランスビュー商品と全て同じです（随時返品可）。
取次経由は、トーハン、日販、楽天BN他どちらからも可能です。日教販経由での納品となります。注文扱い、返品可能です。

りょうゆう出版は、2021年に出版活動を開始した学校教育や体験学習など教育分野、文芸評論・文学研究、エッセイな
どを中心とした出版社です。ご注文は取引代行のトランスビューの直接取引、または取次経由のどちらも可能です。

 ▶▶▶　4. 学び続ける教師のあり方（Being）とは　2024年春刊行今後の刊行予定

 1. いま授業とは、学校とは何かを考える 2022年10月刊

シリーズ1巻目は、子どもたちの多くが学ぶ場である授業と学校をテーマにしました。学校で学ぶことは意味の
あることなのか、意味のあるものにするためにはどうしたらよいのか。そうした本質的な問いを追究しました。
定価 本体1500円＋税　A5判並製160ページ　ISBN978-4-910675-03-9　C0037 冊

3. 学校内の場づくり、外とつながる場づくり 2023年10月刊

「探究」をはじめすべての授業で求められる主体的・対話的で協働的な学びを実現するために必須の「場づくり」
について、教師、ファシリテーター、生徒、参加者それぞれの役割は何かを考えます。
定価 本体1800円＋税　A5判並製168ページ　ISBN978-4-910675-06-0　C0037 冊

２. 授業づくり、授業デザインとの対話 2023年5月刊

第2巻は、学ぶ側と教える側との間でどんな風にプログラムをデザインするか、いちばん大事にするものはなにか
などを考えます。さまざまな現場からの多様な視点で、授業デザインの課題が浮かび上がります。
定価 本体1800円＋税　A5判並製176ページ　ISBN978-4-910675-05-3　C0037 冊

共に揺れる、共に育つ 四十年間教壇に立った或る教師の想い　2021年11月刊

杉原米和／著　今、子供たちと向き合っている教師、保護者、教師を目指す人へのメッセージ。学校やカウンセリング
の場で活躍してきた著者の言葉は、教室や家庭でかかえる課題を解決するためのアドバイスやヒントになるでしょう。
定価 本体1600円＋税　四六判並製208ページ　ISBN978-4-910675-00-8　C0037 冊

加能作次郎ノート　2023年7月刊

杉原米和／著　能登の風土と人間を描き、大正から昭和の初めに活躍した作家・加能作次郎の作品の魅力
を、同じく能登出身の著者が再発見、再評価した評論集。 長く絶版だったが、修正を加えて復刊。
定価 本体2200円＋税　四六判並製208ページ　ISBN978-4-910675-04-6　C0095 冊

自分のとなりに座ってみたら 私の幸せチャレンジ　明るいほうへ、楽しいほうへ　2022年2月刊

寺中有希／著・イラスト　ガンと共に生きた著者が周囲の人と一緒に幸福でありたいという願いを込めたイラ
スト&エッセイ。仕事や家族、子育てのためにがんばり、夢を追いながら、悩み、生きる人に向けておくります。
定価 本体1100円＋税　四六変判104ページ　オールカラー　ISBN978-4-910675-01-5　C0095 冊


